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◆
﹁
周
作
忌
﹂
中
止
の
ご
報
告

　

毎
年
9
月
29
日
の
命
日
に
行
な
っ
て
来
た

「
周
作
忌
」
は
今
年
で
第
24
回
を
迎
え
ま
す

が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
状
況
に
よ
り
、
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
の
開
催
に

は
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
毎
年
同
じ
日
に
、
同
じ
会
場
で
行

わ
れ
て
い
た
「
周
作
ク
ラ
ブ
総
会
」
は
、
今

年
は
別
の
場
所
で
、
規
模
を
縮
小
し
て
行
な

い
ま
す
。
8
月
末
に
発
行
の
会
報
（
事
情
に

よ
り
、
通
常
の
形
で
は
な
く
お
知
ら
せ
の
プ

リ
ン
ト
に
な
り
ま
す
）
に
、
委
任
状
を
含
め

た
ご
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
同
封
い
た
し
ま
す
。

◆
決
定
延
期

第
21
回

　
遠
藤
文
学
原
点
の
旅

﹁
ユ
リ
ア
と
よ
ぶ
女
﹂﹃
怪
奇
小
説
﹄
の
舞

台
︱
駿
府
・
網
代
・
熱
海
を
バ
ス
で

　

当
初
、
5
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
今
年
の

「
原
点
の
旅
」
の
延
期
（
10
月
18
日
～
19
日
）

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
参
加
の
方
々
へ
は
ご

連
絡
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
状
況
か

ら
未
だ
実
現
の
見
込
み
が
立
た
ず
、
遅
く
と

も
7
月
下
旬
に
は
最
終
判
断
を
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
折
は
直
接
に
お
手
紙
さ
し
あ
げ
ま

す
の
で
、
も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
遠
藤
周
作
未
発
表
小
説
︑
発
見

　
純
文
学
作
品
﹁
影
に
対
し
て
﹂

�

「
三
田
文
學
」
夏
季
号
（
7
月
10
日
刊
）

�

定
価
9
0
9
円
＋
税

　

あ
ら
た
に
見
つ
か
っ
た
4
0
0
字
詰
原
稿

用
紙
1
0
4
枚
の
純
文
学
作
品
「
影
に
対
し

て
」（
本
誌
1
面
に
詳
細
記
事
）
の
全
文
を

緊
急
掲
載
。「
解
説
」
を
加
藤
宗
哉
、「
経
緯
」

を
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
学
芸
員
・
川
﨑

友
理
子
が
担
当
。
な
お
、「
三
田
文
學
」
の

次
号
（
秋
号
・
10
月
10
日
発
行
）
で
は
、
さ

ら
に
詳
細
な
「
解
説
」
を
山
根
道
公
・
本
報

顧
問
が
執
筆
を
予
定
し
て
い
る
。

※�「
三
田
文
學
」
予
約
申
込
は
、
三
田
文
學

編
集
部
（

 

０
３
・
３
４
５
１
・
９
０
５
３
、

 

０
３
・
３
４
５
１
・
９
０
５
７
）
ま
で
。

「
三
田
文
學
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら
も
申

込
め
ま
す
。
ま
た
、
大
手
書
店
で
も
販
売

し
ま
す
。

◆ 

御
礼
・
周
作
ク
ラ
ブ
﹁
協
力
金
﹂
へ
多
く

の
ご
好
意

　

周
作
ク
ラ
ブ
の
財
政
上
の
問
題
か
ら
、
さ

き
に
皆
さ
ま
へ
お
願
い
し
た
「
協
力
金
」
に

多
く
の
方
か
ら
御
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
の
決
済

に
お
け
る
「
繰
越
金
」
に
も
相
応
の
金
額
が

確
保
さ
れ
る
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
年
の
会
費
値
上
げ
は
見
送
り
、
来
年
度
総

会
で
あ
ら
た
め
て
議
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。会
員
各
位
の
ご
厚
意
・

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
さ
き
に
「
協
力
金
」
の
振
込
用
紙

を
全
員
に
同
封
し
た
た
め
、
会
費
未
納
と
勘

違
い
し
、
翌
年
分
の
年
会
費
ま
で
振
込
ま
れ

た
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
8
月
に
は
ま

た
、
皆
様
へ
振
込
用
紙
が
届
き
ま
す
が
、
そ

れ
は
「
協
力
金
」
お
願
い
の
た
め
で
、
す
で

に
年
会
費
を
御
収
め
の
方
は
、
重
ね
て
年
会

費
を
お
支
払
い
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
そ
の
際
、
ご
自
身
の
年

会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て
は
、
下
記
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
か
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

遠
藤
周
作
学
会
全
国
大
会
中
止
に
つ
い
て

　

9
月
12
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
15
回
遠

藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
（
2
0
2
0
年
度
、

会
場
校
・
南
山
大
学
）
は
中
止
と
決
ま
り
ま

し
た
。
今
後
予
測
さ
れ
る
感
染
の
状
況
、
会

場
校
で
あ
る
大
学
の
状
況
に
見
通
し
が
立
た

な
い
こ
と
、
ま
た
発
表
者
が
背
負
う
不
安
や

未
確
定
要
素
等
が
勘
案
さ
れ
た
結
果
、
と
の

こ
と
で
す
。

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

9
0
0
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

1
8
0
0
字
（
1
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に

は
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
３
，０
０
０
円
。
入
会
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の「
会
報
」が
送
ら
れ

る
ほ
か
、会
が
主
催
す
る「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」や

遠
藤
作
品
の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・

原
点
の
旅
」
へ
参
加
で
き
ま
す
。
新
年
会
、

各
種
懇
親
会
へ
の
ご
案
内
も
お
送
り
し
ま
す
。

下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。折
り
返
し
ご
案
内

の
資
料
と
会
費
の
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
前
々
号
よ
り
、
財

政
健
全
化
の
た
め
の
「
協
力
金
」
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
一
口
１
，０
０
０
円
で
、
何
口

で
も
結
構
で
す
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
79
号

�

２
０
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０
年
7
月
発
行

■
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人　

加
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乙
彦

■
編 
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人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
気
象
庁
が
梅
雨
入
り
宣
言
を
し
た
ら
、
何
日

か
晴
天
が
続
い
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
こ
の

会
報
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
梅
雨
の
盛
り
で
し
ょ

う
か
。
雨
と
い
え
ば
遠
藤
先
生
が
「
晴
れ
男
」

を
自
認
し
て
お
ら
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

確
か
に
、
先
生
と
の
取
材
や
旅
行
な
ど
で
雨
に

た
た
ら
れ
た
思
い
出
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
以
前
に
も
、
遠
藤
先
生
の
未
発
表
作
品
が
発

見
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
も
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。「
影
に
対
し

て
」
と
題
さ
れ
た
百
四
枚
の
原
稿
を
全
部
読
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
主
人
公
は
「
勝
呂
」、
彼

と
彼
の
父
親
と
、
そ
の
周
辺
の
人
々
を
描
い
た

物
語
で
す
が
、
遠
藤
先
生
の
若
き
日
の
思
い
を

彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

▼
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
世
界
中
で
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
な
っ
た
り
し
、
大
変
な
状
況
で
す
。

遠
藤
先
生
の
ご
命
日
で
あ
る
九
月
二
十
九
日
の

「
周
作
忌
」
も
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
ま
た
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
も
。
見

通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
ど

う
ぞ
健
康
に
は
充
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

�

（
劔
）

お
知
ら
せ


